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式
辞
で
坂
田
学
長
は
「
さ

ま
ざ
ま
な
将
来
を
夢
見
て
大

学
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
若

者
た
ち
や
、
愉
し
い
大
学
生

活
を
間
近
に
控
え
た
若
者
が

な
ん
の
予
告
も
な
く
生
涯
を

閉
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
無

念
さ
を
思
う
と
や
り
切
れ
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
教
職
員
は
、
い
つ
で
も
学

生
諸
君
の
話
し
相
手
に
な
り

ま
す
。
在
学
中
は
も
ち
ろ

ん
、
卒
業
し
て
か
ら
も
、
つ

ら
い
と
き
に
も
、
う
れ
し
い

と
き
に
も
大
学
に
話
に
来
て

く
だ
さ
い
」
と
、
亡
く
な
っ

た
１６
人
に
哀
悼
の
意
を
送
っ

た
。

ま
た
、
ご
遺
族
に
対
す
る

支
援
を
述
べ
た
後
、「
本
学
で

は
被
災
地
域
と
と
も
に
復
興

を
進
め
る
『
復
興
共
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
に
取
り
組
み
始

め
ま
し
た
。

災
害
に
強
い

地

域

作

り

や
、
復
興
の

た
め
の
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
、
小

規
模
集
落
の

た
め
の
サ
バ

イ
バ
ル
プ
ラ

ン
ト
の
開
発

な
ど
、
被
災

地
に
あ
る
大

学
で
し
か
で

き
な
い
こ
と

を
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ

た
皆
さ
ん
、
ど
う
か
私
た
ち

の
努
力
を
見
守
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
被
災
地
大
学
と
し
て

復
興
活
動
の
推
進
を
誓
っ
た
。

最
後
に
参
列
者
全
員
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
献

花
を
行
い
、
閉
会
し
た
。

李
東
勲
経
営
学
部
准
教
授

の
ゼ
ミ
生
３０
人
が
被
災
し
た

地
域
企
業
の
支
援
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
６
月
２４
日

か
ら
２６
日
ま
で
、
東
京
都
品

川
区
の
Ｔ
Ｏ
Ｃ
ビ
ル
で
行
わ

れ
た
「
得
市
・
震
災
復
興
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
」
で
、

㈱
木
の
屋
石
巻
水
産
の
缶
詰

を
紹
介
し
、
商
品
Ｐ
Ｒ
に
一

役
買
っ
た
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ

同
ゼ
ミ
で
は
、
石
巻
市
中
心

街
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

「
ほ
ー
ぷ
す
」
を
運
営
。
今

回
は
商
品
提
供
な
ど
で
協
力

し
た
同
社
の
復
旧
復
興
に
協

力
し
た
。
学
生
た
ち
は
社
員

と
と
も
に
全
壊
し
た
倉
庫
か

ら
、
商
品
を
掘
り
出
す
作
業

か
ら
取
り
か
か
り
、
会
場
に

張
り
出
す
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

な
ど
を
担
当
。
バ
ザ
ー
当
日

は
５
人
の
学
生
が
参
加
し
て

缶
詰
３
点
セ
ッ
ト
を
提
供

し
、
大
盛
況
だ
っ
た
。
三
浦

裕
之
さ
ん
（
３
年
次
・
宮
城

県
古
川
学
園
高
）
は
「
少
し

で
も
石
巻
の
Ｐ
Ｒ
に
貢
献
し

た
い
と
考
え
、
参
加
し
ま
し

た
。
生
の
声
や
復
興
へ
の
思

い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

同
ゼ
ミ
は
、
９
月
に
東
京

都
町
田
市
で
行
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
に
も
参
加
す
る
予
定
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
６
月
１９
日
、
森
口
記
念
館
を
会
場
に
「
石
巻
専
修
大
学
・
石
巻
専

修
大
学
育
友
会

東
日
本
大
震
災
合
同
追
悼
式
」
が
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。
学

生
の
ご
遺
族
６
人
、
坂
田
隆
学
長
、
日
髙
義
博
理
事
長
、
大
河
原
惇
育
友
会
長
、
伊
東

孝
浩
同
窓
会
長
、
大
木
章
央
学
生
会
長
ら
を
は
じ
め
、
育
友
会
員
、
学
生
、
教
職
員
合

わ
せ
て
約
１
５
０
人
が
列
席
。
震
災
で
尊
い
命
を
奪
わ
れ
た
学
生
７
人
（
新
入
学
予
定

学
生
１
人
を
含
む
）
、
育
友
会
員
８
人
、
同
窓
会
員
１
人
の
計
１６
人
の
ご
冥
福
を
祈
っ

た
。

育
友
会
定
期
総
会
と
支
部

懇
談
会
が
６
月
１９
日
、
合
同

追
悼
式
の
後
、
本
学
で
行
わ

れ
た
。
定
期
総
会
で
は
２
０

１
１
年
度
役
員
、
事
業
計
画

お
よ
び
予
算
を
い
ず
れ
も
承

認
。
支
部
懇
談
会
で
は
学
生

の
就
職
活
動
に
関
す
る
現
状

報
告
や
、
保
護
者
と
の
個
別

面
談
が
行
わ
れ
た
。

支
部
懇
談
会
に
は
約
３０
人

の
保
護
者
が
出
席
。
大
学
側

か
ら
は
、
現
時
点
で
企
業
に

内
定
し
て
い

る
学
生
が
、

就
職
希
望
者

の
う
ち
１５
％

に
と
ど
ま
っ

て
い
る
と
い

う
、
き
わ
め

て
厳
し
い
現

状
が
伝
え
ら

れ
た
。
宮
城

県
内
で
は
被

災
し
た
企
業

が
多
く
、
求

人
数
も
例
年

よ

り

少

な

い
。
そ
の
た

め
、
県
外
の
大
都
市
圏
で
の

就
職
も
視
野
に
入
れ
て
活
動

を
進
め
て
い
く
よ
う
求
め

た
。個

別
面
談
で
は
、
よ
り
詳

し
い
県
内
企
業
の
求
人
状
況

や
県
外
で
の
就
職
活
動
の
進

め
方
な
ど
に
つ
い
て
保
護
者

か
ら
の
質
問
が
集
中
し
た
。

基
礎
理
学
科
２
年
次
生
を

対
象
と
し
た
選
択
科
目
「
野

外
植
物
学
実
習
Ⅰ
」
の
野
外

実
習
が
６
月
１２
日
、
青
葉
山

（
仙
台
市
青
葉
区
）
と
太
白

山
自
然
観
察
の
森
（
同
市
太

白
区
）
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
実
習
は
植
物
の
生
活

の
場
を
観
察
し
、
植
生
帯
の

違
い
に
よ
る
構
成
種
の
違
い

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が

目
的
。
学
生
た
ち

は
、
根
本
智
行
教
授

と
依
田
清
胤
准
教
授

の
指
導
を
受
け
、
モ

ミ
の
自
然
林
の
力
強

さ
に
触
れ
た
り
、
植

物
の
花
の
構
造
を
ル

ー
ペ
で
観
察
し
た
り

し
て
、
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
た
。

重
川
希
志
依
客
員
教
授
が

会
長
を
務
め
る
「
地
域
安
全

学
会
」が
６
月
２２
日
、
米
国
、

韓
国
、
台
湾
の
防
災
研
究
者

３３
人
を
迎
え
、
今
回
の
震
災

で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
石

巻
市
内
の
視
察
調
査
に
訪
れ

た
。一

行
は
、
石
巻
市
役
所
で

被
害
の
概
要
と
復
興
計
画
案

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、
被
災
地
を
視
察
。
そ

の
後
、
本
学
に
移
動
し
、
共

創
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
相
馬

弘
年
理
工
学
部
教
授
か
ら
、

被
災
者
１
０
０
０
人
以
上
を

受
け
入
れ
た
本
学
の
震
災
へ

の
対
応
と
、
こ
れ
か
ら
の
役

割
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
た
。
大
学
を
地
域
復
興
セ

ン
タ
ー
と
し
て
機
能
さ
せ
る

「
復
興
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
説
明
も
あ
り
、
復
興

の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

テ
ー
マ
「
復
興
の
道
標
」

【
演
題
・
講
師
】
▽
９
／
２２
「
震
災
の

試
練
、
さ
れ
ど
心
の
絆
の
復
活
を
目
指

し
て
」
渡
邉
剛（
石
鳳
桜
会
会
長
、元
理

工
学
部
教
授
）
▽
９
／
２９
「
牡
鹿
の
シ

カ
、
小
国
の
ク
マ
、
そ
し
て
、
ヒ
ト
の
骨

の
未
来
」
土
屋
剛（
理
工
学
部
教
授
）▽

１０
／
６「
学
び
こ
そ
復
興
だ
！
」伊
藤
健

宏（
経
営
学
部
准
教
授
）▽
１０
／
１３
「
特

許
に
よ
る
企
業
の
再
生
」亀
谷
裕
敬（
理

工
学
部
教
授
）
▽
１０
／
２０
「
復
興
に
お

け
る
観
光
」
丸
岡
泰
（
経
営
学
部
准
教

授
）
▽
１０
／
２７
「
石
巻
専
修
大
学
復
興

共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
状
報
告
」
若

月
昇
（
理
工
学
部
教
授
）【
時
間
】
１９
時

～
２０
時
３０
分
【
会
場
】
４
号
館
４
１
０

１
教
室
【
受
講
料
】
無
料
【
問
い
合
わ

せ
】
石
巻
専
修
大
学
開
放
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
５
（
２２
）
７
７
１
６

Ｅ
メ
ー
ル

k
a
i
h
o
@
i
s
e
n
s
h
u‐

u
.

a
c
.
j
p

専
修
大
学
経
営
学
部
の
加

藤
茂
夫
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ｏ
Ｂ
会

（
加
門
会
）
有
志
か
ら
６
月

１４
日
、
本
学
経
営
学
部
の
杉

田
博
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
、
学
生

の
就
学
支
援
を
目
的
と
し
た

義
援
金
（
２０
万
１
０
０
０

円
）
が
寄
せ
ら
れ
た
。
杉
田

准
教
授
は
１
９
９
３
年
専
大

経
営
学
部
卒
業
で
、
加
藤
ゼ

ミ
に
所
属
し
て
い
た
。

理
工
学
部
の
山
内
武
巳
准

教
授
∥
写
真
∥
が
他
大
学
の

研
究
者
ら
７
人

と
共
同
で
「
高

所
環
境
下
の
ア

ル
ド
ス
テ
ロ
ン

分
泌
調
節
」
に

関
す
る
研
究
論

文
を
発
表
。
６

月
１１
、
１２
の
両

日
、
東
京
・
代

々
木
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
「
第
３１
回
日
本

登
山
医
学
会
学
術
集
会
」

（
同
医
学
会
主
催
）
で
、
奨

励
賞
を
受
賞
し
た
。

同
研
究
は
、
体
液
調
節
ホ

ル
モ
ン
の
一
つ
で
あ
る
ア
ル

ド
ス
テ
ロ
ン
の
高
所
環
境
下

に
お
け
る
調
節
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
。

専
大
・
加
藤
ゼ
ミ
か
ら

杉
田
ゼ
ミ
に
義
援
金

基
礎
理
学
科
２
年
次
生
対
象
に

▲ 冥福を祈り献花する参列者

「
野
外
植
物
学
実
習
」

▲ 植物観察の様子

しめやかに東日本大震災追悼式

日本登山医学会

奨励賞を受賞

山内理工学部
准教授の共同研究

石巻専修大学・石巻専修大学育友会

学
生
ら
１６
人
の
冥
福
祈
る

▲ 合同追悼式が営まれた森口記念館

青少年のための科学の祭典２０１１
みちしるべ

みらいへの道 標 （石巻大会）
▷開催日＝８／２０（土）、２１（日）９：３０～
▷会 場＝宮城県慶長使節船ミュージアム

（サンファン館 展望棟）

せら

育
友
会
定
期
総
会
・
支
部
懇
談
会

知

就
職
を
中
心
に
現
状

報
告
、
個
別
面
談
開
く

お会

地域安全
学 会

米
・
韓
・
台
の
防
災
研
究
者

迎
え
石
巻
市
内
を
視
察
調
査

演講

▲ あいさつする大河原育友会会長

２
０
１
１
年
度
み
や
ぎ
県
民
大
学「
石
巻
専
修
大
学
開
放
講
座
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
で
商
品
Ｐ
Ｒ
に
一
役

李ゼミが被災企業支援

（１２）２０１１年（平成２３年）７月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４９０号


